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■確率論に基づく統計処理を基礎とするため、画像ノイズを含む画像でもクラック検出
　ができます。
■クラックの太さを選択的に検出できます。

クラック 　画像検出　確率システム　尤度比検定

■研究の概要 

コンクリート構造物に生じるクラックの発見は、構造物
の安全を守る上で極めて重要です。その診断は様々な手
法によって行われていますが、検査範囲が広大である場
合には目視による検査は多大な困難を伴います。本研究
の目的は、コンクリート表面に現れているクラックを、画像
情報から自動的に抽出するシステムを構築することです。
　本手法は、クラック画像をフラクタル性の強い、尾根状
の明度分布を持った図形であると見なし、その尾根の断
面形状をなぞる検出関数を用いた尤度比検定を行うこと
で、クラックの有無を判定します。検出関数の広がりや高
さを変えることで、様々な太さのクラックを識別すること
が出来、また、統計的に処理を行うことでコンクリート面
に付着した汚れなどの雑音成分にも強いという特徴があ
ります。コンクリート表面には様々な人工物（パイプ、窓枠、
コンクリートの継ぎ目など）が設置されたり表出したりし
ており、本手法では直線的な人工物の輪郭なども判別し
誤検出を極力抑える工夫を行っています。　　

コンクリート表面を撮影したデジタル画像からグレー
スケールの明度画像を生成します。生成した画像の背景
に含まれる、汚れやコンクリートの表面荒れによるノイ
ズ成分から統計量を抽出し、そこから得られた確率密度
関数を用いて、クラックの可能性が高い画素を尤度比検
定により判別します。この処理により得られた図形群は、
クラック画像の候補となり、この中から直線性を持つ人
工的な図形を排除します。こうして残った画像がクラック
画像として認識されます。
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図1：クラック明度画像の3次元構造

図2：クラックモデル

図3：クラック原画像 図4：クラック検出結果
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